
１　安全・安心なまちづくりのための公園整備（防災・安全）

平成25年度　～　平成29年度　（5年間） 御所市

公園の持つ広域避難所としての機能強化と安全で安心して利用できる公園の確保と付帯設備（健康増進スポーツ施設）建設を図ることにより、災害時にも安全・安心なまちづくりを推進する。

・平成29年度までに、1箇所において災害時に避難住民の収容可能人数を22％増加させる。
・平成29年度までに、1箇において公園施設長寿命化計画に基づく公園の改築（改修）を行い、改築（改修）が必要な公園施設の進捗割合を73％にする。

（H25当初） （H27末） （H29末）

避難住民の受け入れ人数の増加割合

更新工事に着手する箇所の割合＝（更新（改築）工事に着手した箇所）／（長寿命化計画に位置づけられた箇所）

番号 事業 地域 交付 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 H25 H26 H127 H28 H29

1-A-1 公園 一般 御所市 直接 御所市 707

1-A-2 公園 一般 御所市 直接 御所市 502

1-A-3 公園 一般 御所市 間接 御所市 1,178

1-A-4 公園 一般 御所市 直接 御所市 8

小計（都市公園・緑地等事業） 2,395

事業 地域 交付 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 H28 H29 H30 H31 H32

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 H31 H32

定量的指標の現況値及び目標値

0百万円
効果促進事業費の割合

0.0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

御所市公園施設長寿命化計画策定

事業者 種別２ 要素となる事業名

都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業

御所市ホームページ

100% 121%

最終目標値

１．交付対象事業の進捗状況

交付対象事業
Ａ　基幹事業

都市公園・緑地等事業

御所市総合運動公園1箇所におけるグラウンド地盤改修等御所市

直接
間接

　社会資本総合整備計画　社会資本整備総合交付金

交付対象

事業者 種別２
市町村名／
港湾・地区名

全体事業費
（百万円）

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

2,395百万円 Ａ 2,395百万円 Ｂ 0百万円 Ｃ

122%

事後評価（中間評価）の実施時期

公表の方法

平成30年4月～平成31年3月

備考
当初現況値 中間目標値

令和5年6月5日

計画の名称

計画の期間

計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式

①

②

事　後　評　価　（中　間　評　価）

○事後評価（中間評価）の実施体制、実施時期

事後評価（中間評価）の実施体制

生涯学習課
管財課

0% 47% 73%

全体事業費

全体事業費
（百万円）

御所市公園施設長寿命化対策事業

御所市総合運動公園

市町村名／
港湾・地区名

直接
間接

御所市

御所市

御所市

御所市総合運動公園2箇所におけるグラウンド地盤改修等

市内20箇所の公園施設の管理計画策定

健康増進スポーツ施設の新設

種別１ 種別２ 要素となる事業名 事業内容
市町村名／
港湾・地区名

種別１ 要素となる事業名 事業内容

種別１ 事業内容

番号 事業者
全体事業費
（百万円）

Ｃ　効果促進事業

番号

基幹事業
（大）

基幹事業
（大）

基幹事業
（大）



合計 ○○

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する
　　　交付対象事業の効果の発現状況

最終目標値
Ⅱ定量的指標の達成状況 目標値と実績値

に差が出た要因
最終実績値

最終目標値
目標値と実績値 長寿命化計画を策定したが、H28・H29年度は補修のみで対応できたため、事業に着手しなかった
に差が出た要因

最終実績値

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況 第１グラウンドを天然芝から人工芝化したこと、及びトイレ改築工事をしたことにより、施設の利便性が向上し、運動公園の利用者が増加した
（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

御所市総合運動公園内の管理棟観覧席の改修工事を計画している。

御所市総合運動公園に追加する区域の公園計画について、地元住民等への説明を丁寧に行い、都市計画変更手続きを進め公園事業化を図る。
災害時の避難経路となる都市緑地として、出屋敷周遊公園整備事業を計画している。

区域拡大の都市計画変更を進めていたが、市議会での議論を踏まえた公園計画の見直しが必要となったた
め計画期間中の事業着手ができなかったため

73%

0%

指標①避難住民
の受け入れ人数
の増加割合達可
能面積の割合

指標②更新工事に
着手する箇所の割
合＝（更新（改
築）工事に着手し
た箇所）／（長寿
命化計画に位置づ

122%

100%

・市内都市公園の遊具等について長寿命化計画を策定した結果、事業期間中に改築すべき施設がなく、定量的指標の進捗はなかったが、計画的な補修を行うことで安全
で安心して利用できる公園の確保ができた。

・区域拡大の都市計画変更が事業期間内に着手できなかったため追加供用がなく、避難住民の受け入れ人数は増加しなかったが、運動公園の改修を行ったことにより、
広域避難所としての機能強化を行った。


